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１．序論 

近年水害の頻発化，激甚化により，河川流域全体で水害を軽減させる流域治水が進められている．流域治水を進

めるうえで重要なことは，本川および支川の洪水を一体的に解析し，本川・支川の洪水がどのように形成されてい

くかを調べ，流域の水収支を明らかにし，流域での対応を検討することである．福岡 1)は，鬼怒川洪水水面形の観

測値および解析を用い，鬼怒川流域の水収支分布から鬼怒川流域の治水の在り方を考察している．本研究では，図

-1 に示す石狩川下流域において，2 次支川を含めた本支川一体で平面二次元非定常洪水流解析を行い，特に 1 次支

川である千歳川流域における水収支分布と本川の石狩川流域における水収支分布を検討し，支川群洪水が本川へ与

える影響を分析する． 

２．対象流域，対象洪水，解析条件 

 石狩川は，広大な流域面積を持ち，多数の支川が流入している．下流域の25kmから45kmの区間は，1次支川，幾

春別川，夕張川，千歳川が合流し，低平地河川のため，石狩川洪水の背水を受けやすい．平成28年8月北海道豪雨で

は， 8月16日～23日の1週間の間に，図-1の降雨ハイエトグラフが示すように，台風7号，11号，9号が北海道に上陸

し，石狩川流域に大きな被害をもたらした．本研究ではこの豪雨を研究の対象とし，図-1に示す本川，1次支川，2

次支川の赤色で示す区間では，河道データと水位計の観測データを得ていることから，これらの観測水面形の時間

変化に，平面二次元洪水流解析により求めた各時間の解析水面形をできるだけ一致させることにより，河道断面の

流速分布と断面形が測られている地点での流量ハイドログラフを求めている．一方，黄色で示す4つの2次支川は，

水位計が設置されていなかったことや，河道データが入手できなかったことから，石狩川で設定された係数2)を用い

て，星ら3)による貯留関数法により，流出量ハイドログラフを推定し，これを1次支川合流部に横流入量として与え

た．降雨量は，ティーセン法を用いて各流域の平均雨量を求めることで推定している．これにより，1次支川や本川

の流入・流出量が定まり，各流域の水収支分布を求め考察した． 

３．千歳川での洪水時の解析水面形 

 図-2 に，3 つの台風襲来

時の千歳川流量ピーク時

の水面形を示す．千歳川流

域では，図-1 に示すように

台風 7 号における降雨量

が一番多い．この洪水で

は，千歳川は 8 月 18 日 1

時にピークが発生してい

る．この時の石狩川の水位

は低く，石狩川からの背水

の影響はほとんどない．一

方，8 月 21 日，24 日の二

回目，三回目の台風では， 
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図-1 石狩川流域図と石狩川と千歳川での降雨ハイエトグラフ 
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図-1 で示すように石狩川上流域の雨量が多かったことから，本川の水位が高くなっており，8 月 21 日 19 時には，

石狩川の背水の影響が千歳川 40km 付近まで，8 月 24 日 2 時に 35km 付近まで及んでおり，千歳川の洪水は，石狩

川の洪水位に強く依存することが分かる． 

４．水面形の時間変化に基づいた流域水収支分布 

 千歳川流域における水収支分布を図-4 に示す．ダムでの貯留量の時間変化は，図-1 に示すダムでの実績の放流量

と流入量の差から求めており，支笏湖での貯留量の時間変化は，支笏湖水位変動分と水表面積との積から求めてい

る．また，図-2 の千歳川の洪水ピーク時での解析水面形や，図-3 の台風 11 号時の石狩川の解析水面形の時間変化

は，支川からの流量ハイドログラフを各合流部で与えたうえで，実測の水位に合うように各時間の水面形を解析し

た．その解析水面形を基に各地点での流量ハイドログラフを求めている．このようにして求めた千歳川下流端から

上流端までの各地点の流量ハイドログラフと，各流下断面積を用いて各時間の河道貯留率を求め，時間積分するこ

とで千歳川の対象区間の河道貯留量の時間変化を求めている．このようにして求めた流域の水収支分布図から，千

歳川流域での総降雨量は，約 2.9 億 m3となった．そのうち，支笏湖と漁川ダムでは約 2600 万 m3を貯留している．

8 月 21 日 20 時では約 1500万 m3を千歳川で貯留しており，8 月 27 日 0 時までに約 1.4 億 m3が石狩川へ流出してい

る．同様にして，石狩川の月形から石狩大橋での石狩川河道貯留量とともに石狩川流域の水収支分布を図-5に示す．

石狩川流域では総降雨量約 37 億 m3のうち，約 29.6 億 m3が 8 月 27 日 0 時までに石狩大橋を流下していることが，

水収支分布図より分かる．得られた水収支分布図の精度を高め，上・中流域のどの場所に，どのように洪水を貯留

させることが，下流への流出量を低減させることを可能とするかの判断の指標として各流域の水収支分布が有力な

手段となると考える． 
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図-4 千歳川流域における水収支分布 図-5 石狩川流域における水収支分布 

図-2 3つの台風による千歳川ピーク時の水面形 図-3 台風 11 号時の石狩川水面形の時間変化 
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